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※専門用語・人名・補足・ポイントの解説部分です。


※一つの用語に対する解説文は，130字（10行）以内でお願いいたします。








■専門用語


■人名


■補足


■ポイント











■補足


　教育基本法は、終戦直後の昭和22年に制定されたが、平成18年に59年ぶりに改訂された。


　なお、第17条は、（教育進行基本計画）として


「政府は、教育の進行に関する施策の総合的かつ計画的な推進を図るため、教育の振興に関する施策についての基本的な方針及び構図べき施策その他必要な事項について、基本的な計画を定め、これを国会に報告するとともに、公表しなければならない。


　２　地方公共団体は前項の計画を参酌し、その地域の実情に応じ、当該地方公共団体における教育の振興のための施策に関する基本的な計画を定めるよう努めなければならない。」と明記している。教育基本法で記述されていることが、単なる理念ではなく、政府が責任をもって計画的に取り組むことが義務付けられている。





■ポイント


教育基本法の第2条(教育の目標)に記述されている、二号殻五号間での内容と、学習指導要領の第3章道徳の第2内容に記述されている項目と比較するとよい。二号と1の視点、三号と2の視点、四号と3の視点、五号と4の視点の内容がよく似ていることが確認できる。



































■専門用語


　文部科学省『小学校学習指導要領解説―道徳編』東洋館出版で、次の専門用語について確認しておこう（中学校版でも同様の記述になっている）。


・道徳性


「道徳性とは、人間としての本来的なあり方やよりよい生き方を目指してなされる道徳的行為を可能にする人格的特性であり、人格の基盤をなすものである。それはまた、人間らしいよさであり、道徳的諸価値が一人一人の内面において統合されたものである。」





　・道徳的心情


「道徳的心情は、道徳的価値の大切さを感じ取り、善を行うことを喜び、悪を憎む感情のことである。」


・道徳的判断力


「道徳的判断力は、それぞれの場面において善悪を判断する能力である。つまり、人間として生きるために道徳的価値が大切なことを理解し、様々な状況下において人間としてどのように対処することが望まれるのかを判断する力である。」


・道徳的実践意欲と態度


「道徳的実践意欲と態度は、道徳的心情や道徳的判断力によって価値があるとされた行動をとろうとする傾向性を意味する。道徳的実践意欲は、道徳的心情や道徳的判断力を基盤とし道徳的価値を実現しようとする意志の働きであり、道徳的態度は、それらに裏付けられた具体的な道徳的行為への身構えということができる。































































































■専門用語


『小学校(中学校)学習指導要領解説―道徳編』では道徳的実践力を次のように述べている。


「道徳的実践力とは、人間としてよりよく生きていく力であり、一人一人の児童(生徒)が道徳的価値の自覚及び事項のいき方についての考えを深め、将来で合うであろう様々な場面、状況においても、道徳的価値を実現するための適切な行為を主体的に選択し、実践できるように内面的資質を意味している。それは主として、道徳的心情、道徳的判断力、道徳的実践意欲と態度を包括するものである。」















































■ポイント


　平成元年の学習指導要領の改訂において新設された生活科の目標は、次のようになっている。


「具体的な活動や体験を通して、自分と身近な人々、社会及び自然とのかかわりに関心をもち、自分自身や自分の生活について考えさせるとともに、その過程において生活上必要な習慣や技能を身に付けさせ、自立への基礎を養う。」


道徳の指導内容項目が4つの視点からまとめて示されるようになったのは、平成元年の学習指導要領の改訂からである。つまり、平成元年の学習指導要領改訂において、豊かなかかわりを中核として、体験による道徳教育と、内省による道徳教育を響き合わせる道徳教育を教育課程において具体的に提案していると捉えられる。


そのことを一言で表せば「豊かな体験による内面に根ざした道徳性の育成」という言葉に集約できる。この表現は現在もキーワードとして学習指導要領に明記されている。


また平静10年に改訂された学習指導要領において新設された総合的な学習の時間は、豊かなかかわり体験をもとにした主体的な学習を進めることによって自己の生き方を考えられるようにしていくことを目標としており、体験による道徳教育の充実を図っているととらえられる。そして、平成20年に改訂された学習指導要領では、善教育活動における道徳教育の充実と、内省による道徳教育として位置づけられる道徳の時間が道徳教育の要として機能するように、改善が図られている。

















■ポイント





平成20年改訂された学習指導要領では、道徳の内容項目に改善において、中学校の内容項目に、感謝・報恩に関する項目が独立して設けられた。このことにより小学校と中学校と一貫して感謝の心の育成を図ろうとしている。


　感謝の心は、相手（人間だけではなくさまざまな対象）に対して好意の感情をもつことによって生じるものであり、感謝の心が高まるに従って、相手への敬意も培われる。そして自然の感情としてその恩に応えようとする心が芽生えてくる。そこから大きな夢や願いをもち自らを切り拓いていくことができる。


　相手への好意の感情は、信頼感によってもたらされるし、感謝の心も高めていくことは同時に信頼感を高めていくことにもなる。



























































■ポイント


　共感的理解の根底に、だれもがよりよく生きようとしているという絶対的信頼感があることが大切である。そのことによってともに心を通わしながらよりよい生き方や社会を目指して生きていけるようになる。そうでないと、共感的理解が単に傷をなめあうだけの関係にとどまったり、気の合うものだけの交流に終わったり（時には逸脱集団として）することにもかねないことに留意すべきである。


また、自己を見つめる目も、根底には自らのよりよく生きようとする心への絶対的信頼が必要である。そのことを通して心を癒すと同時に未来への活路を見出すことができる。






























































■ポイント


『小学校(中学校)学習指導要領解説―道徳編』では、次のような記述をしている。


「本来、道徳的実践は、内面的な道徳的実践力が基盤になければならない。道徳的実践力が育つことによって、より確かな道徳的実践ができるのであり、そのような道徳的実践を繰り返すことによって、道徳的実践力も強められるのである。道徳教育は、道徳的実践力と道徳的実践の指導が相互に響き合って、一人一人の道徳性を高めていくものでなければならない。」








■補足


『心のノート』は平成14年度から全国の小学生・中学生に無料配布された。道徳の指導内容が子どもたちに分かるように示されており、それぞれの内容項目に対して子どもたちが自ら考え追い求め記録していけるように編集されている。『心のノート』は、文部科学省のホームページからダウンロードすることができる。










































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































●学習課題


　(1)　学習指導要領では、道徳教育について総則と第3章道徳に記述されています。道徳教育の目標、道徳の時間の目標をどのように捉えればよいのかを理解しましょう


　(2)　道徳教育の指導内容項目がどのような構造になっているのか、それはなぜなのかを理解し、その趣旨を生かした指導をどのように工夫すればよいのかについて考えましょう。


　(3)　道徳教育を行うことによってどのような人間観をはぐくもうとするのか、また道徳教育を充実させるためにどのような力の育成が大切なのかをまとめてみよう。





●ポイント





　　　　　　改正教育基本法（２００６年）の理念


幼児期から生涯にわたり人格を形成・錬磨する


人格の基盤が道徳性


　　　　　　新学習指導要領（２０１０年）における道徳教育


　　　　　　　　　　　　　　　　↓


　　　　　　　道徳教育の目標　　　　　　道徳の時間の目標


　　　　　　　道徳性の育成　　　　　　　　補充、深化、統合


　　　　　　　（


















































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































































１節　学校における道徳教育の基本的押さえ（８頁）


　

















学校における道徳教育の基本的押さえ


　


　１　教育基本法における道徳教育の押さえ


わが国の教育の指針は、教育基本法に示されている。では、教育基本法には道徳教育についてどのように記されているのだろうか。道徳教育についての直接的記述はないが、教育の根本として位置づけられていることが分かる。


（１）教育の目的は人格の形成・錬磨


教育基本法では、人格という言葉が3か所で使われている。まず、第１条（教育の目的）では、「教育は人格の完成を目指し」と明記されている。2か所目は、第3条（生涯学習の理念）の中に、「国民一人一人が、人格を磨き、豊かな人生を送ることができるように」と記されている。３か所目は、第１１条（幼児期の教育）に、「幼児期の教育は、生涯にわたる人格形成の基礎を培う重要なものであることにかんがみ」となっている。


教育の出発点である幼児期の教育において、生涯にわたる人格形成の基礎となる力をしっかりと培い、その上に小学校教育、中学校教育、高等学校教育と積み重ねていく。そして、生涯にわたって人格を磨き続け、幸せな人生・豊かな人生が送れるように支援していくのがこれからの教育だということである。つまり、人格の形成を大黒柱とした学校教育を構築しなければならないのである。


（２）人格の基盤が道徳性


教育基本法では、人格の完成を目指した教育の具体的目標を第２条に掲げている。５項目挙げている。


一号は、「幅広い知識と教養を身に付け、真理を求める態度を養い、豊かな情操と道徳心を培うとともに、健やかな身体を養うこと」となっている。言うまでもなく知・徳・体の調和的発達を言っている。


二号から五号は、共通して「・・・の態度を養うこと」となっている。態度とは、生きる上での姿勢、心構えである。その内容には、基本的な道徳的諸価値が示されている。すなわち、人格を育てるためには、知・徳・体にわたって調和的に養わねばならないが、その基盤として人間としての生きる姿勢、心構えとなる道徳性を養うことが必要であることを述べている。その道徳性を養うのが道徳教育であることから、人格の完成を目指す我が国の学校教育において道徳教育が中核的な役割を果たすことになる。





２　道徳教育と道徳の時間の目標


　学校の教育課程に関することは、学習指導要領に明記されている。道徳教育については、総則と第３章道徳に記されている。総則の「第１　教育課程の一般的方針」の２番目に道徳教育の目標をはじめ道徳教育の基本的なあり方について書かれている。このことは、道徳教育が学校教育の中核的役割を果たすことを示している。


道徳教育の目標―道徳性を養う―


学習指導要領では、道徳教育の目標について、総則の第１の２と第３章道徳の第１目標に示されている。いずれも道徳教育の目標は、「道徳性を養う」こととなっている。しかし、その道徳性を規定する内容は異なっている。総則では、主体性のある日本人となるための基本的な在り方（道徳的価値意識）に関する事柄が示されている。その基本的なものを発達段階に即して具体的に示したのが、第３章道徳の第２内容である。


他方、第３章道徳の第１目標においては、道徳性を「道徳的な心情、判断力、実践意欲と態度など」と規定している。つまり道徳性の諸様相が示されているのである。


学校における道徳教育の目標はこの二つを一体的にとらえて理解しなければならない。つまり、学校における道徳教育においては、道徳性の基本となる道徳的諸価値が示されている道徳の指導内容について、道徳的心情、判断力、実践意欲及び態度などの側面をしっかりと育むことが道徳性の育成であり道徳教育の目標なのである。


道徳の時間を要として全教育活動で取り組む


　では、学校における道徳教育はどのように指導されるのか。学習指導要領には、道徳の時間を要として学校教育活動全体と通じて行うことが明記されている。つまり、各教科等においては、各教科等の目的や内容の特質に応じて道徳教育を行うことになる。具体的には、各教科等の「指導計画の作成と内容の取扱い」の部分に、「道徳の時間などとの関連を考慮しながら、第３章道徳の第２に示す内容について、〇〇（各教科等の具体的名称が書かれる）の特質に応じて適切な指導をすること」と明記されている。このことは、各教科等の学習は、単に知識や技能を身につけることが目標なのではなく、それらの学習が人間としてよりよく生きるという人格形成に直接かかわるようにしなければならないことを具体的に求めているということである。


道徳の時間の目標


―道徳的価値の自覚を深め道徳的実践力を養う―


道徳教育の要である道徳の時間の目標は、第３章道徳の第１目標に示されている。キーワードを挙げれば次の３つを指摘できる。


　ひとつは、補充、深化、統合。道徳の時間で学習することは、すでに各教科等の学習などで学んでいることが前提となる。道徳の時間においては、それらと密接な関連を図りながら発展的な指導を行う。それが補充であったり、深化であったり、統合であったりするということである。


　二つは、道徳的価値の自覚を図り深める。自覚とは自ら目覚める、覚醒するという意味である。そのためには、次の３つのプロセスが指摘されている（文部科学省編『小学校（中学校）学習指導要領解説　道徳編』）。まず、道徳的価値の理解。道徳的価値が人間らしさの根本を示すものであることから人間理解、他者理解を深めることにもなる。次に、道徳的価値を自分とのかかわりでとらえること。それは、道徳的価値に照らして自己を見つめることと言い換えることもできる。そのことを通して自己理解を深めることになる。そして、道徳的価値を自分らしく培っていくための自己課題を把握し、それを追究しようと意欲すること。これらの心の内的活動が、道徳の時間においては、特に求められる。


　三つは、道徳的実践力を養う。道徳の時間は道徳的実践の指導をするのではなく、それを支える内面的な力の育成を計画的・発展的に図っていくのである。そして、日常生活や様々な学習活動における道徳的実践と響き合う指導を工夫する。そのことによって、子どもたち自らが自律的な道徳性を身につけていくことを意図している。





　３　子どもを主体とした道徳教育


かかわりを豊かにする


  学習指導要領には、道徳の指導内容が四つの視点で示されている。自分自身、他の人、自然や崇高なもの、集団や社会である。それは、かかわりを意味している。


　道徳性の種というのは、全ての子どもたちが持っている。しかし、その種が芽を出し、茎を伸ばし、花を咲かせるには、母親の胎内から出て、いろんなかかわりを豊かにもつことが必要である。では、そのかかわりには、どのようなものがあるのか。


  一つは、自分自身とのかかわり。つまり、自分自身と常に会話する、自分自身のことを考えてみることである。二つは、他の人とのかかわり、人と人とのかかわりのなかでいろんな心を身につける。三つは、自然や崇高なものとのかかわり。自然とのかかわりの中で、心を育て、大いなるものとのかかわりの中で、心を清らかにしていく。そして、四つは、集団や社会とのかかわり。家族という集団で生活する。学校という集団で生活をする。地域という集団で生活する。あるいは仲間同士で生活する。そういう時間を過ごすことを通して、集団の役割を身につけ、自分の責任を果たしていく。そして、人間らしい心を身につける。


　つまり、道徳教育は、まず日常生活において自分自身、他の人、自然や崇高なもの、集団や社会と豊かなかかわりがもてることが大前提になる。そのかかわりを豊かにもてば、自ずと人間らしい心が育まれる。その際、押さえなければいけない基本的な態度、心構えが、指導内容項目として示されているのである。


内容項目を窓口に道徳的価値を自ら発展させる


　その内容項目は、発達段階に応じて、小学校の低学年で１６項目、中学年で１８項目、高学年で２２項目、中学校で２４項目が、発展的に示されている。それらは、子どもたちが必要か必要でないかを判断するものではなく、そのすべてに対して、日常生活の中でその大切さを自覚し、子どもたち自らが発展させるものなのである。それを身につけていることが、人間としての誇りであり、自分の誇りでもあると自覚し、それを自ら追い求めるのが道徳教育なのである。


　しかし、道徳的価値は、なかなかうまく育てていけない。逆のことをしてしまうこともある。そういう弱さをもっているのが、また人間である。だから、お互いに助け合い、励まし合って、克服していかなくてはいけない。そのためにどうすればよいのだろうか。学校における道徳教育は、そういったことを主体的に考えていける子どもたちを育てていくのである。


  


４　人間への絶対的信頼、他者への絶対的信頼、自己への絶対的信頼


  道徳教育は、結局道徳的価値の学習を通して人間への絶対的信頼、他者への絶対的信頼、自己への絶対的信頼を培っていくものなのである。つまり、子どもたちは、道徳的価値の学習を通して、人間はだれもがよりよく生きようとしているんだという人間観をしっかりもてるようにすること。そしてまた、自分自身に対しても、自分は必ずよくなる、よりよく生きようとする心をもっている、と確信できるようにしなければならないのである。


  道徳的価値は、人間らしさを表す基本となるものであるが、それを完全に身につけている人間はいない。道徳的価値の学習というのは、深めるほど、逆にそれを身につけていない人々とか、身につけていない自分が気になってくる。そして、その部分に目を向けている限りにおいて、「人間というのは、なんて愚かなものか」とか「なんと自分は情けない人間か」とか思ってしまう。そういう心をはぐくむのは、道徳教育ではない。


　道徳的価値の学習を通して、思いやりの心、生命を大切にする心、くじけずに努力する心、人に役に立とうとする心などを、みんながもっていることを自覚する。それが、表面に表れていない人もいる。あるいは逆のことをやっている人もいる。でも、その人の心の奥底をよく見ると、やはりよりよく生きようとする心があると確信できるような指導が必要なのである。


　罪を犯した人が立ち直っていく。あるいは弱い心をもっていてくじけそうになるとき、あることをきっかけに立ち直っていく。道徳の時間で、そのような資料をもとに、人間について、自分についてとことん見つめてみる。そうすることで、人を見る目、自分を見る目が変わってくる。そして、生活する場が、温かなものになっていく。そういう心を育てるのが道徳教育なのである。





　５　共感的理解と自己を見つめる目


  道徳教育は、自分のよくないところをみつめさせることだ、といわれることがある。もちろんよくないところをしっかりと見つめることは必要である。でも、そこで終わるのではない。さらに、自分はこんなことをしてしまった、なんとつまらない人間だと思うのはなぜか、と問いかける。結局、よい状態を意識しているからよくない状態を悲観するわけである。そういうところをうまく揺さぶっていけば、自分に自信をもつ、人への信頼感を回復する、そういった子どもを育てることができる。


  そのためには、相手の立場に立って考える力、つまり他者への感情移入、そして、自分を客観的に見つめられる力をあわせて培っていく必要がある。他者をしっかり見つめる。そして、しっかり感情移入する。その中でみんな道徳的価値を求める存在なんだという意識が育っていくようにする。さらに、自分を客観的に見つめてみる。見つめるほどに、よくないところが意識されるけれども、逆にそれを覆していける自分を見つめる目を養っていくのである。


　道徳の時間は、読み物資料が中心になる。それは、相手の立場に立って考える力を多様に、かつイメージ豊かに身につけることができるし、それとかかわらせて自分を多面的に深く見つめることができるからである。と同時に、授業を終えた後でも、その資料をもとにしながら、さらに自分を振り返ったり、心を鼓舞したり、具体的な課題等について取り組んだりすることができる。読み物資料のよさを再確認する必要がある。





　６　自律的に道徳的実践ができる力を育てる


　道徳教育は、基本的な道徳的価値を自分のものにして、実践へと移していける力を身につけなければいけない。「こうすればよかった」「困った人がいる、助けてあげたい」と思うことは大切なことである。でも、そこで終わっている限り、思いやりのある社会、助け合いの社会にはならない。


　まず、困っている人がいれば、何とかしてあげたい、という心をしっかりと育てていく。と同時に、実際に助けられるところまで指導していく必要がある。そうでないと、住みよい社会にはならない。自ら感じ考え判断し、道徳的実践のできる力をしっかりと育てることは、道徳教育の基礎基本としてしっかりと押さえておかねばならない。


　それをどのように取り組むのか。豊かな体験活動や、日常生活での指導、各教科等での学習が大切になる。そして、道徳教育の要である道徳の時間での学習とを響かせていくのである。


その際、『心のノート』が大きな役割を果たす。『心のノート』をうまく活用して、総合単元的な道徳学習を子どもたちと一緒に計画し発展させるようにしていくことも可能である。そこに、保護者や地域の人々も加わっていただくことで、道徳教育を中心とした学校・家庭・地域の連携も具体化させえることができる。実態に応じたさまざまな取り組みが期待される。






























































































































































　


































































































































































































































































































　　　











































































































































































































　　　（押谷由夫）





●さらに学びたい人のために


学習指導要領の変遷と道徳教育の充実についてさらに学びたい場合は、押谷由夫編『道徳性形成・徳育論』ＮＨＫ出版　２０１１　を読むと参考になる。なお、平成２０年改訂の学習指導要領については、押谷由夫・小寺正一編著『小学校学習指導要領の解説と展開　道徳編』教育出版　２００８、押谷由夫編著『各教科で行う道徳的指導』教育開発研究所　２００９、押谷由夫監修『道徳で学校・学級を変える』日本文教出版　２０１０等が参考になる


また、道徳教育がどのような課題を抱えているのかを戦後教育の課題から考えるためには、貝塚茂樹『戦後教育は変わるのか』学術出版社　２００８、村田昇『道徳教育の理念と実践原理』玉川大学出版　２０１１などが分かりよい。





















































道徳の時間の目標


　補充、深化、統合


　道徳的価値の自覚


　（生き方の自覚）


　道徳的実践力








道徳教育の目標


　道徳性の育成


道徳的価値


諸様相














４章　道徳教育はどのようになされているか
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